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研究成果の概要（和文）：イノシシやニホンジカの捕獲には「経験や勘」が重要視されているため、捕獲技術向
上のための体系化された育成プログラムがほとんどない。そこで高技能捕獲者の行動特性や捕獲技術を科学的に
分析することにより、捕獲技術の最適化を検討した。わな猟においては、高技能捕獲者のわな設置場所に一定の
規則性が確認できた。また実験で得られた最適化モデルを狩猟免許取得1年目の狩猟者で検証したところ、短期
間で多数のシカを捕獲することに成功した。

研究成果の概要（英文）：We often hear that hunting is required“many years of experience and 
intuition”. However, it is possible to explain the skill by scientific analysis of hunters, animal'
s behaviors, and the selected hunting areas. In the trap hunting, certain regularity confirmed in 
the trap locations of the high skilled hunters. Moreover, the new hunters successfully hunted many 
deer in a short term by the optimization model.

研究分野： 野生動物管理学
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１．研究開始当初の背景 
近年、イノシシやニホンジカが急激に増え、

日本各地で農林業や人身、生態系へ被害を及
ぼしており、被害軽減を目的としての捕獲が
行われている。 
捕獲には「経験や勘」が重要視され、捕獲

技術が体系化されておらず、次世代狩猟者へ
の技術継承がうまく機能していない。捕獲を
行う狩猟免許所持者の高齢化が進んでおり、
10 年後には現所持者の 8 割の方がいなくな
るといわれている。 
一般に捕獲数の向上は、主に捕獲する罠な

どの機材を中心に研究開発されてきた。捕獲
数や捕獲効率は、捕獲機材の良し悪しよりも
狩猟者の運用技術に依存する。捕獲の成功や
失敗の分析方法が確立しておらず、次の捕獲
にフィードバックされにくい。  
近年、動物の行動習性を利用することで高

捕獲効率を実現した誘引誘導型捕獲法が開
発された。 
中央環境審議会自然環境部会鳥獣保護管

理のあり方検討小委員会（平成 25 年 9 月 10
日開催）で個体群管理を安全かつ効率的に行
う仕組み・体制の構築について議論されてお
り、鳥獣の捕獲等を専門に行う事業者を認定
する制度が創設された。 
 
２．研究の目的 
イノシシやニホンジカの捕獲には「経験や

勘」が重要視されているため、捕獲技術向上
のための体系化された育成プログラムがほ
とんどない。そのため、担い手となる新米猟
師への捕獲技術の継承に時間がかかるとい
った問題が指摘されている。 
「経験や勘」を細かく解析すれば、その根

拠となるものは、行動学、解剖学、環境学、
生態学、気象学などの様々な科学的なデータ
として置換することが可能である。そこで本
研究では、「経験や勘」といった言葉で片づ
けられてきた捕獲技術を科学的に分析する
ことにより、高技能捕獲者の行動特性を解明
し、捕獲技術の最適化を目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 銃猟（忍び猟、コール猟）について、各
技能レベルの狩猟者を対象に調査した。イノ
シシの忍び猟について 3ルートを調査し、狩
猟者の行動観察様式を記録した。 
 
(2) わな猟（箱わな、くくり罠）について、
各技能レベルの狩猟者を対象に設置場所や
管理方法、ルートなどについて調査を行 っ
た。箱わな猟は 3県 50 ヶ所、くくり罠猟は 8
人の 2県 3地域 170ヶ所の設置環境および設
置方法について調査した。一部のわな周辺に
は動物の行動様式を調べるため、トレイルカ
メラを設置した。 
 
(3) （2）で得られた結果に加え、くくり罠
猟でこれまで新米狩猟者でも容易に捕獲す

ることができる誘引誘導型捕獲法を狩猟未
経験の新米狩猟者を対象に捕獲方法を説明
し、実際にどれ程捕獲できるのか検証を行っ
た。 
 
４．研究成果 
(1)調査でイノシシが利用する寝屋の位置か
ら、冬季における環境の規則性を確認するこ
とができた。逆に地図上で推定した後、寝屋
を発見することもできた。コール猟は、地域
特有性の鳴き声を真似ることでシカをおび
き寄せることに成功した。 
 
(2) 高技能捕獲者の箱わな設置場所のほと
んどが、北向き以外に開放した谷筋や斜面上
の農林道または作業道から林に入った平ら
な場所に設置されていた。 
また狩猟者が、餌を用いた誘引によるくく

り罠で多く捕獲した環境は、中規模の谷の平
坦部奥地や尾根下端が近接している場所で
ある傾向がみられた。いずれの罠も人家から
一定の距離を設けることで、イノシシの捕獲
数が増える傾向にあった。 
餌を使わないくくり罠猟を行う狩猟者の

設置場所は、そのほとんどが、平地または緩
傾斜面の水平獣道上に仕掛ける傾向がみら
れた。 
 
(3)狩猟免許取得 1 年目の新米狩猟者が誘引
誘導型捕獲法を用いて 1 人で 68 日間にニホ
ンジカ 130頭およびイノシシ 5頭を捕獲した
（12 月前半 23 頭、12 月後半 15 頭、1 月前
22 頭、1月後半 40 頭、2月前半 35 頭）。ニホ
ンジカの雌雄比は、1:1.06 でほぼ同比であっ
た。罠は 15～28 基の範囲内で運用し、捕獲
効率（捕獲頭数/（罠数×日数）は 0.099 で、
捕獲した日における平均頭数は 2.5 頭（最大
7 頭）であった。罠の設置箇所は 25 エリア
63箇所でその内約6割の罠で複数回の捕獲が
できている。最大で 1 基の同所同一罠で 20
日間に 12 頭を捕獲した事例もあった。 
また捕獲技術の他に捕獲個体を野生獣肉

解体処理施設に持ち込むことで処理労力を
軽減できたことが多頭捕獲に繋がった。 
本調査により、野生動物が持続的に出現し

やすい環境を適切に選定し、餌を用いて誘導
することで、箱わなおよびくくり罠で効率よ
く捕獲することができた。 
最適化モデルは未経験の狩猟者であって

も多頭捕獲を実現させ、短期間で捕獲者を育
てるためのツールとして使えることが確認
された。 
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